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「自己評価及び学校関係者評価結果（令和３年度版）」 報告 

 

 学校法人西鉄学園 専門学校西鉄国際ビジネスカレッジでは、令和３年度の自己点検・自己評価を

実施し、本校規程に基づき学校関係者評価委員会を開催いたしましたので、ここに学校教育法施行規

則第 189 条に則して「自己評価及び学校関係者評価結果（令和３年度版）」を公表いたします。 

 学校関係者評価委員会からのご意見を真摯に受け止め、教育力の更なる向上、より良い学校運営を

目指し、教職員一同努力して参ります。 

 今後とも、一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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自己評価及び学校関係者評価結果（令和３年度版） 

2022年 11月 1日公開 

評価項目 自己評価 学校関係者評価 

（１） 教育理念・目的・育成人材像 

 
〇理念等の達成に向け特色ある教育活動

に取組んでいるか。 

１． 理念等の達成に向け、特色ある教
育活動に取組んでいるか 

２． 特色ある職業実践教育に取組ん
でいるか 

 

⚫ デジタル教育を推進させるため、教育機材の整備

を行い、研修を実施し活用に取り組んでいる。 

⚫ デジタル機材やソフトの活用が、教員全体に浸透

できていないことが課題。 

 

⚫ デジタル機材を活用し、今後の ICT 教

育の充実を期待する。 

 

（２）学校運営 

 
〇情報システム化に取組み、業務の効率

化を図っているか 

１．学生に関する情報管理システム、業
務処理に関するシステムを構築し
ているか 

２．学生指導において、適切に（学生情
報管理）システムを活用しているか 

３．データの更新等を適切に行い、最新
の情報を蓄積しているか 

４．システムのメンテナンス及びセキュ
リティ管理を適切に行っているか 

 

⚫ 各学生に学校のメールアドレスを付与し、学校か

らの連絡事項を各学生の携帯電話で確認できるシ

ステムを組んでいる。 

⚫ ホームページに学生及び職員へのお知らせページ

を設け、情報提供及び災害時の安否確認情報を確

認出来る体制を取っている。 

⚫ 入学前の募集活動における入学希望者の動向や学

生の在籍中の管理から卒業までを一括管理するキ

ャンパスプランを構築した。 

⚫ キャンパスプランの活用が限定的である。教職員

のスキル不足に起因する対応の遅れが課題 

 

 

⚫ 導入したシステムを活用し、学生及び

保護者に対し安心して学べる環境の更

なる充実を図ることを期待する。 

（３）教育活動 
 

○理念等に沿った教育課程の編成方針、

実施方針を定めているか 

１．教育課程の編成方針、実施方針を文

書化するなど明確に定めているか。 

２．職業教育に関する方針を定めている

か 

 

⚫ 教育課程の編成方針については学科毎にカリキュ

ラムポリシーを定め明確にしている。 

⚫ 教育方針の一つに業界で働く覚悟と強い精神を持

った人材を育成すると定めている。 

⚫ 志望する業界に合わせて教育課程を編成している

が、業界からの求人件数が激減したため 学びを

生かす方向性の変更を考える必要性が出てきた 

 

 

⚫ 希望する業界で活躍する覚悟をもった

学生を育てていることは評価できる。

今後も継続して人材育成に取り組んで

ほしい。 

⚫ 2 年間の間に多くの事にチャレンジし

て経験値を高くすることを望む 

⚫ 現場を見る機会を多く持ち広いビジョ

ンを描ける人材を育てることを期待す

る。 

⚫ イレギュラー対応ができる人材を育て

て欲しい。 

（４）学修成果 

 
○就職率の向上が図られているか 
 
１．就職率に関する目標設定はあるか 
２．学生の就職活動を把握しているか 
３．専門分野と関連する業界等への就職

状況を把握しているか。 
４．関連する企業等と共催で「就職セミ

ナー」を行うなど、就職に関し関連
業界等と連携しているか。 

５．就職率等のデータについて適切に管
理しているか。 

 

⚫ 就職率 100％を目標数値として取り組んでいる。 

⚫ 就職関連授業を 1 年次から取り入れ１年後期では

更に細分化して強化している。 

⚫ 担任と就職室の連携による就職支援体制の構築が

成果を上げた。 

⚫ オンラインによる求人検索や応募の機会が増加し

ている。 

⚫ 就職関連のデータは適切に管理している。 

⚫ コロナ禍により観光業界からの求人が減少した。 

⚫ オンラインによる企業説明会や面接が増えるなど

採用スタイルが変化している。 

 

 

⚫ コロナ禍において就職斡旋は困難であ

ったと推測するが、卒業時点で 98.8％

卒業後も個人的にフォローを行い

100％に達するなど高い就職率を達成

したことは評価に値する。 

⚫ 企業説明会や面接試験がオンラインで

実施されることが一般的になってきた

ことに対し、対応授業の実施やオンラ

イン環境を整備するなど適切に運営し

ている。 

 

（５）学生支援 

 
〇学生相談に関する体制を整備している

か 

１．専任カウンセラーの配置等相談に関

する組織体制を整備しているか 

２．相談室の設置など相談に関する環境

整備を行っているか 

３．学生に対して、相談室の利用に関す

る案内を行っているか 

４．相談記録を適切に保存しているか 

５．関連医療機関等との連携はあるか 

６．卒業生からの相談について、適切に

対応しているか 

 

⚫ クラス担任が定期的に学生面談を実施している。 

⚫ クラス担任スクールカウンセラーが連携して学生

個々の能力・資質、学業、生活状況を把握し、適

切な処置を講じている。 

⚫ カウンセリング記録は教務部長を責任者に置き適

切に管理している。 

⚫ 精神的疾患を患って入学してくる学生が増えてお

り、学校の責任範囲を如何に明確化できるかが課

題である。 

 

 

⚫ 中途退学者の増加が気になるところで

あり、更なる学生支援の強化を期待す

る。 

⚫ 個人のメンタルヘルスに配慮し、引続

き退学者の低減に努めて欲しい。 



（６）教育環境 

 
〇教育上の必要性に十分対応した施設・
設備・教育用具等を整備しているか 

１．施設・設備・機器類等は設置基準、
関係法令に適合し、かつ、充実して
いるか 

２．図書室、実習室など、学生の学習支援

のための施設を整備しているか 

３．図書室の図書は専門分野に応じ充実し

ているか 

４．学生の休憩・食事のためのスペースを

確保しているか 

５．施設・設備のバリアフリー化に取組ん

でいるか 

６．手洗い設備など学校施設内の衛生管

理を徹底しているか 

７．卒業生に施設・設備を提供している

か 

８．施設・設備等の日常点検、定期点検、

補修等について適切に対応している

か 

９．施設・設備等の改築・改修・更新計

画を定め、適切に執行しているか 

 

⚫ 教室及び実習室などそれぞれの学科に則した施

設・教育用具を整備している。 

⚫ 施設・設備を定期的に点検し必要に応じて補修を

行っている。 

⚫ すべての教室に投影機器及びパソコンを整備して

いる。 

⚫ オンラインによる授業や就職活動に対応できる貸

出しパソコン等を整備している。 

⚫ ICT 教育用機材を整備したが、使用する教員のス

キルが追い付いていないことが課題。 

 

 

 

⚫ ICT を活用した教育を実施するための

設備等を構築し、授業及び就職支援に

活用している事は評価できる。今後は

設備の更なる活用することを期待す

る。 

（７）学生の募集と受入れ 

 
〇高等学校等接続する教育機関に対する

情報提供に取組んでいるか 

１．高等学校等における進学説明会に参
加し教育活動等の情報提供を行って
いるか 

２．高等学校等の教職員に対する入学説明

会を実施しているか 

３．教員又は保護者向けの「学校案内」

等を作成しているか 

   

 

⚫ 入学案内書を作成している。 

⚫ 各種イベント告知チラシ等を作成している。 

⚫ ホームページによる学校情報の開示している。 

⚫ 高校訪問による高校教員への情報開示している。 

⚫ 年間 30回程度のオープンキャンパス・業界イベン

トの実施している。 

⚫ オープンキャンパスで保護者説明会を実施してい

る。 

⚫ 高校生向けの媒体雑誌を使った告知している。 

⚫ 高専連携授業や進路・マナー講演の実施している。 

⚫ 学校の教育方針や特色、業界が求める人物像、教

育内容、就職実績等を正確に伝えている。 

⚫ コロナ禍において進学説明会や高等学校等の教職

員に対する入学説明会が中止となり十分な情報提

供ができていないことが課題。 

 

⚫ 外国人留学生の雇用需要は増えてお

り、早めに対策を進めて欲しい。 

⚫ コロナも落ち着きを見せ始め、MICE な

どの誘致も活発になりつつあるので人

材育成に期待している。 

⚫ 国内の観光客は活発に動き始め、これ

から観光業界復活の方向に向かってい

るため、専門学校に期待する。 

（８）財務 

 
〇予算及び計画に基づき、適正に執行管

理を行っているか 

１．予算の執行計画を策定しているか。 
２．予算と決算に大きな乖離を生じていな

いか。 

３．予算超過が見込まれる場合、適切に補

正措置を行っているか。 

４．予算規程、経理規程を整備しているか。 

５．予算執行にあたってチェック体制を整

備するなど誤りのない適切な会計処

理行っているか。 

 

⚫ 予算の執行計画及び執行管理は適切に行ってい

る。 

⚫ 状況に応じ予算の補正措置も行っている。 

⚫ 施設・設備の老朽化の改修等にかかる費用の確保

が課題。 

 

 

 

 

⚫ 過去 3 年間の財務状況の推移に基づき

問題はない。 

 

（９）法令等の遵守 

 
〇自己評価結果を公表しているか。 

１．評価結果を報告書に取りまとめてい

るか。 

２．評価結果をホームページに掲載する

など広く社会に公表しているか。  

 

⚫ ホームページで、自己評価を含む学校関係者評価

を公開している。 

 

 

⚫ 適正に運営しており、問題はない。 

（１０）社会貢献・地域貢献 

 
〇学生のボランティア活動を奨励し、具

体的な活動支援を行っているか。 

１．ボランティア活動など社会活動につ

いて、学校として積極的に奨励して

いるか。 

２．活動の窓口の設置など、組織的な支

援体制を整備しているか。 

３．ボランティアの活動実績を把握して

いるか。 

４．ボランティアの活動実績を評価して

いるか。 

５．ボランティアの活動結果を学内で共

有しているか。 

 

⚫ ボランティア活動に対して単位を付与する制度を

2018 年度から開始。合計５回の参加で 30 時間の

学外活動とみなし 1 単位を付与することとし、積

極的に奨励している。 

⚫ イベントが平日に行われる場合の授業の取り扱

い。教職員の引率が難しい場合があることが課題。 

 

⚫ コロナも落ち着きはじめ、イベントや

国際会議などMICEの動きも活発化する

兆しがあるため、学生の積極的な参加

を期待する。 

 


